第４学年　学級活動（２）学習指導案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１　題材名　　健康によいおやつをとろう　
　　　　　　　（エ　食育の観点を踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成）
２　題材設定の理由
本学級の児童は、アンケートの結果、毎日、もしくは週に３～４回おやつを食べている児童が３２名中２６名（８１％）であった。よく食べるおやつには、チョコレートが多く（１２名）、次いでグミ（８名）やコーラ（７名）を食べたり飲んだりしている児童が多い。また、おやつを食べる時間が決まっていない児童は１９名（５９％）であった。
おやつは、子どもたちが楽しみにしているものであり、補食としての役割を担うものである。しかし、そのとり方によっては肥満や病気の原因につながる可能性もある。市販のおやつの多くが、エネルギーが多く、糖分や油分を多く含んでいるため、肥満の一因になるものと考える。この機会に、市販のおやつについて考える機会としたい。
　　　本時では、まず、おやつ調査の結果を知らせ、おやつについての意識化を図りたい。次に、おやつのとり方と体への影響について触れ、事前に調べたお菓子や清涼飲料水のエネルギー量を確認しながら、普段のおやつのとり方を振り返り、今後のおやつのとり方を考えさせる。また、おやつは家庭で用意していることも多いので、ワークシートの記入等、保護者にも協力を得ることで実践化を図りたい。
３　「ふくしまっ子食育指針」との関連
	食べる力の要素
	期待する姿

	食事のリズムをもつ
	時間、種類、量を考慮した健康によいおやつのとり方ができる。

	体のことを考えて食べる
	健康によいおやつのとり方が分かり、自分の食生活を見直すことができる。


４　評価規準
	　よりよい生活を築くための
知識・技能
	  集団や社会の形成者としての　思考・判断・表現
	　主体的に生活や人間関係をよりよくしようとする態度

	食べ物の３つの働きを知り、バランスよく食べることの大切さを理解している。
	好き嫌いしないで食べるための方法を意思決定し、実践することができている。
	自分の食べ方を振り返り、家庭でもバランスよく食べようとする意欲をもち、課題解決に向け、取り組もうとしている。


５　本時のねらい
　　健康によいおやつのとり方を理解し、自分の食生活を見直し、自分の食習慣を改善するための実践方法をまとめることができる。
　○　おやつは、３回の食事で不足しがちな栄養分を補う役割があり、時間、種類、量を考えて食べることの大切さを理解することができる。（知識・技能）
　○　健康によいおやつをとるための具体的な目標を立てることができる。（思考・判断・表現）
６　活動計画
	　事　前

	実態調査：おやつに関するアンケート（児童・保護者対象）
自分がよく食べるおやつのエネルギー量についてアンケート（裏）に記入する。

	本　時
	・健康によいおやつのポイントを知る。
・おやつを食べ過ぎることによる体への影響を知る。
・事前に調べた「よく食べるおやつのエネルギー量」を見ながら、普段のおやつのとり方を振り返る。

	事　後
	家庭との連携：「おやつ作戦」の実践と、「のぞましいおやつのとり方」についての資料を配付する。

	他教科等
との関連
	体育科（保健領域）：育ちゆく体とわたし（10月）


7　本時の活動
	段
階
	学習活動
	時間
	指導上の留意事項等　※評価
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	１　課題をつかむ。
(1) アンケートの結果から気付い
たことを発表する。
(2) 本時のめあてを知る。

２　おやつのとり方と役割につい
て確認する。
(1) 自分のおやつを見直す。
(2) 自分手帳を用いておやつのと
り方のポイントを知る。
　・種類
　・量
　・時間
(3) おやつの役割について確認す
る。
　 ・　３回の食事だけでは不足しが
ちな栄養分を補う。
　 ・　ワークシートにおやつの３つ
のポイントをまとめる。
３　健康によいおやつのとり方を話し合う。
(1) 自分のおやつの改善策を考える。
(2) 種類、量、時間についてグループで話し合う。
 (2) 具体的な方法について考え発表する。
４　ワークシートに具体的なめあてを記入し発表する。
(1) おやつのとり方について、自分が実践しようと思うことを記入する。
(2) 自分のめあてを発表する。

	５
５
１０
１５
１０
	○　事前に行ったアンケートから自分たちのおやつのとり方の傾向を知らせ、学習意欲を高める。
○　おやつのとり方の工夫が大切であることに気づけるよう支援する。
　
○　アンケート結果を取り上げることで、体によいおやつのとり方を考える手がかりにさせる。
○　何について話し合うのかを明確に説明するとともに、話合いのルールについて確認する。
○　自分のおやつの習慣を振り返って考えるよう助言する。
○　話し合った中で参考にできる内容を発表できるように支援する。
○　話し合いの内容を踏まえためあてを考えさせる。
○　具体的な改善となるように机間指導を行い、個別に支援する。
	○　糖分、油分のとり過ぎは、肥満やむし歯の原因になることを確認する。
　(T2)
○　自分手帳を用い、望ましいおやつのとり方（種類・量・時間）を説明する。
(T3)
○　朝・昼・夕食のモデルメニューを提示し、　給食は赤黄緑の食品群がバランスよく考えられているが、日常食で不足しがちな栄養素についても触れ、おやつの役割に気付かせる。
　(T3)
〇　食のアンケート
に立ち返り、皆が食べているおやつには、黄の食品が多いことに気付かせる。（児童から引き出す）
○　一人一人の考えを称賛し励ますことにより児童の実践の意欲を高める。
○　自分手帳を活用し、おやつの食べ方のポイントを再確認させる。(T2 T3)
	アンケート調査結果
自分手帳
食生活
ワークシート
自分手帳
食生活12
食事の写真
自分手帳
食生活10
事前アンケート



８　評価規準
　　健康によいおやつのとり方を理解し、自分の食生活を見直し、自分の食習慣を改善するための実践方法をまとめることができたか。
　○　おやつは、３回の食事で不足しがちな栄養分を補う役割があり、時間、種類、量を考えて食べることの大切さを理解することができたか。（知識・技能）
　○　健康によいおやつをとるための具体的な目標を立てることができたか。（思考・判断・表現）
９　板書計画

健康によいおやつのとり方はどうすればよいかな？
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健康によいおやつのとり方はどうすればよいかな？ 
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